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概要　（1）宮城県 に お け る 予宮癌 集団検診 は
， 昭和 56年 3 月ま で に

，
の べ 受診者数が1，078，999人に 達 し

た． こ の 間 に 発見 さ れ た 浸潤癌お よ び上皮内癌患者数は，それぞれ1，032人 ， お よ び829人 で あつ た．

　（2）検診方式別 で は 昭和 55年度 に お い て ，施設検診 が 全体 の 72．5％ を占め た．

　（3）年度別検診成績をみ る と ， 精検該 当率が昭和45年度 と比較す る と ， 昭和55年度で は 3．9％ か ら1．4％
に減少 し，ま た，浸潤癌 （G．14→ 0． 6），上皮内癌 （0．15→ 0．03），異型 上皮 （O，66→ 0．16） に お い て も

それ ぞれ発見率 は 低 くなつ て い た．

　（4）昭和 55年度 に お け る検診受診率 と子宮頚癌発見率 で は
， 受診率が20％以上 を 越え る 30〜50歳台 に

発見率が低 い の に 比 べ
， 高年齢層で は，受診 率が 低 い に もか か わ らず，発見率が高か つ た．

　（5）昭和 40年 ， 45年 ， 50年，お よ び 55年 の CAI は ，それぞれ，60．0，116．7，193．2， 229．8で あつ た，
　（6）検診歴 の 有無 に よ る発見頻度で は，初 回受検者が ， 上皮内癌 の 85．1％，浸潤癌 の 89．9％を 占め て

い た．

　（7）昭和 49年 ま で に 集団検診 で 発 見 され ， 治療を受け た 浸潤癌患者 302例 に つ い て ， 臨床期別分類，治
療成績を検討 した． 1期 で 発見 さ れ た 症例 が 84ユ％と大多数を 占め ， こ れ が 頸癌全体 と し て の 治療成績
を押 し 上げ る 要因 と な つ て い た ．

Synopsis　 1） The 　mass 　screening 　for　cervical 　cancer 　in　the　population 　of　Miyagi 　Prefecture　has　covered
the 　total　l，078，999　women 　by　March 　1981．　 Invasive　cancer 　of 　the　uterine 　cervix 　was 　discovered　in　1032
women ，　carcinoma 　in　situ 　in　829．

　2） By 　methods 　of 　the　examination ，　the　institutional　examination 　was 　on 　72．5％ of 　the 　examined 　in　l980．
　3） With 　regards 　to　the 　rates 　of　examinees 　by　age 　and 　the 　detection　rate 　of 　the　cancer 　of 　uterine 　cervix
in　1980，　the　low　detection　rate 　in　the　age 　range 　of 　30−50　years　whose 　examination 　rate 　was 　over 　20％
compares 　against 　the　high　detection　rate 　in　the　high　age 　range ，　whose 　examination 　rate 　was 　low．

　4）　CAI　in　years 　1965，1970，1975　and 　1980　were 　60． 
，
116．7，193．2　and 　229．8　respectively ．

　5）　The　302　cases 　Qf 　invasive　cancer 　detected　and 　treated 　before　the　end 　of　1974　were 　classified 　in　clinical
stages

　
and

　investigated　the　results 　of 　treatment ．　 The　detection　in　Stage　I　was 　in　84．1％，　this　high
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percentage　being　a　main 　factor　to　make 　the　total　treatment　results 　of 　uterine 　cervical 　cancer 　pushed 　up 　to

the　high　figure．
Key 　wordS ： Cervical　cancer ・Mass　screening ・Cancer 　detection・Therapeutic　results

　 　　 　　　 　　 　 は じめ に

　子宮癌は ， 細胞診を 中心 と した 集団検診の 普及

に よ り， 早期発見 ・早期治療 の 効果が顕著に 現わ

れ，すで に 制圧 され つ つ ある悪性腫瘍の 1 つ と言

われて い る．宮城県で は，対がん協会 と東北大学

産婦人 科が中心 とな つ て ， 昭和 37年度か ら子宮癌

集団検診を行 つ て きて お り
，
そ の 成 績に つ い て は

，

す で に 数度 に わ た つ て 報告 して ぎた
4）−6）9）14 ）15 ）．

　昭和 55年 8月 に は ， 受診者数が の べ 100万人 に達

した の で ， それ ま で の 検診成 績を述べ る と 共 に
，

検診に て 発見 され ， 治療を受 けた 患者 の 予後 に つ

い て も検討を加 えた ．

　　　　　　　　　 検診成績

　  検診方式別検診数 の 推移

　検診車 お よ び施設利用方式 に よ る子宮癌検診 の

年度別受診者数 の 推移 を示 した （図 1）．

　検診車集検法 に よ る検診 数は 昭和 40年度 に 2 万

2千 台に 達 し て か ら，昭和 55年度 の 32，857ま で 微

増傾 向に ある もの の ，こ の 十数年で た かだ か 50％

程度 の伸 び を示 し て い る に す ぎな い ．こ れ に 対 し
，

昭和42年度 か らは じ め られ た 施設検診 に お い て

は
， 年度の 推移 に 伴 つ て 飛躍的な伸び を示 し ， 昭

表 1　 子宮 が ん検診成 績

和 55年度 に お い て は ， 検診総数 の 72．5％を 占め る

に 至 つ て い る．

　  精検受診率お よ び検出病変

　表 1 に ，総受診者数，精検該 当者数 お よ び発見

疾患 に つ き示 した．宮城 日母登録検診 で は ，他 の

3 方式 に 比 べ て 精検該 当率が高 い に も か か わ ら

ず，精検受診率が低 く（76．8％），また浸潤癌，上

皮 内癌 の発見率が高い ．

　  年度別子宮癌検診成績

　表 2 に ，
4 方式をすつて ま とめ て年度別子宮癌

検診成績 と して 示 し た ．

〔× 10i）
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図 1　 方式 別 検 診 数 の 午次 別 推 移

　 　 　 　 　 　 　 　 （S ．36〜S ．55）

s ，36 S，40 S．45

S36 〜56．3 検診 車方 式

S42 〜56 ．3 日母 施 設 検 診 方 式

鋤

精 検該 当 精検受診
発 　 　見 　 　疾 　 　患

総 　 　数
浸 潤 癌 上 皮 内癌　　異 型上 皮

検診 車法 416，109
　 2．9912

、471
　 99．612

，465
0．059
　 249

0，081
　 340

0．3011

，255

日母 方 式

集 　　検
77，161

2，792

，156

96 ．82

，086

0 ．054

　 42

0』60

　 47

0．273
　 211

日母 方式

市 民検診
355，188

1．685

，999
98．65
，915

0，036
　 130

0．046
　 164

0．210
　 748

宮 城 日 母

登 録検診
230，541

4、279
β47

76．87
，558

0．265
　 611
（406）

0．120
　 278
（58）

0、416
　 960
（219）

計 LO78 ，999
　 2．8230

，473
　 92．028

，024

0．0961
，032

（406）

Q．076
　 829
（58）

0 ．2943
，174

（219）

’1 （　 ） は 組織診 の み 送 付で 別 掲

塘 発見疾 患は 集検時 の み を計上

’3 上 段 は 比率 （％） を示 す
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　精検該当率は，最近 3年間で は ，L6 ，2．1，1．4％

で あ り ， 10年前に 比 べ る と （昭45，3．9％）減少の

傾向を示 して い る．また検出 され た 病変 に つ い て

み る と，昭和45年 度 に 比 べ て
， 浸 潤 癌 （0．14→

0．06），上皮 内癌 （0．15→ 0．03），異型上皮 （0．66
→ 0．16） と ， い ずれ も年度の 推移に し た が つ て 減

少 し て い る ，

　  年齢階級別検診受診率 と子宮頸癌発 見率

　昭和 55年度に お け る 子宮頸癌発見率 と，検診受

診率を図 2 に 示 した．受診率が 30〜50歳台で ほ ぼ

20％以上を示 しなが ら，頸癌発見率が低 い の に 比

べ
， 受診率の 低 い 60歳〜70歳台に お い て 頸癌 （浸

潤癌） の 発見率が高 い こ とがわ か る．

　  CAI

　宮城県 に お い て は，公的施設 の うち 10施設が，

また 私的施設 の うち 4施 設が それぞれ独 自で 細胞

診断を行 つ て い る．残 りの 施設は ス ミ ア の 採取の

み を行 い ，標本 の 染色，判定は対 が ん 協会 に 依頼

し て お り， 全 県下 の 約 90％の 検体 を対が ん 協会が

扱 つ て い る こ と に な る．表 3 に細胞診の 検体処理

表 2　 年度別 子 宮頸 が ん 検診成 績概況

年

度

三 　 の

十　対

歳　象

以 　 人

上 　 口

受

検

者

数

袈
合受

纛

要

糟

検

者

数

精 受

　　検

　　者

検数

精

検

受

検

率

浸

潤

が

ん

上

皮

内

が

ん

異

型

上

皮

36376 ，513 8800 ．2 （率）27．7
　　　　244244100

．O G．23
　　21

、25
　　11

37 1
，
9310 ．5 12．4240240100 ．00 ．10

　　20
．05

　　 10
．26

　　 5

38 4，4551 ．2 11．35
 3503100 、00 ．18

　　 8G
．20

　　 9O
．11

　　 5

39 12， 463 ．2 　 9．21
，1151 ，115100 ．00

．1ユ
　　13O

．12
　　15O

．29
　　35

40421 ，93522 ，8645 ．4 　 7．21
，647L64710D

．0  ．18
　　42027 　　620

．46106

41 20β274 ．8 4．3880880
工OO，00 ．18

　 360
．27

　　540
，31

　 62

42 3L1487 ．4 　 5．6L7351
，49286 ，0D ．18

　　570
．21

　　680
．66207

43 36，1858 ，6 　 5．3L9051
，76292 ．5O ，18

　　65O
．21

　　770
．32117

44 41，2439 ．8 　 4．21
，7131 ，49887 ，4O ．14

　　570
，10

　　40G
．39162

45466 ，42544 ，4689 ．5 　 3．91
，7151 ，55190 ．40 ，14

　　630
．15

　　670
，66294

46 5 ，27910 ．8 　 2，9L4601
，28788 ．20 ．17

　 860
．10

　　510
．58298

47 57，67212 ，4 　3，21
β 18L57586

．60
．14

　 790
．10

　　580
．37216

48 65，76314 ．1 　 2．71
，7551 ，47283 ．90 ．10

　　69O
．09

　 620
，33221

49 76，93  16．5 　　3．32
，5172 ，15185 ．50 ．08

　　67D
．10

　 740
，40304

50519 ，79987 ，76316 ．9 　　2．52
，2172 ，09694 ．50 ，07

　　640
．07

　　610
．26229

51 94，D4518 ．1 　 2．0
工，9131 ，77892 ．90 ．05

　　520
．04

　　38
 ．22207

52 99，73019 ．2 　　1．51
，4721 ，36692 ．80 、06

　 630
．02

　 21O
．16161

53 100，914 工9．4 　　1．61
，5961 ，54396 ．70 ．05　 　 0．02

　 53　　　 　180
．】4
王38

54 110，83221 ．3 　　2．12
，3522 ，26996 ．50 ．08　 　 0．02

　　88　　　 　200
．18197

55585 ，969119 ，5242   ．4 　 L41
，6761 ，55592 ，80 ．06　　 0．03

　 68　 　 　 　 31O
．16189
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図 2　 年齢階級別検診受診率 と 子 宮墾白癌発見率
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数 ， 表 4 に CAI を示 し た ．県全 体 の CAI は
，
40年 ，

45年，50年，55年で ，それぞれ 60．O，116．7，193，2，

229，8で あ つ た ．

　  検診歴 の 有無に よ る発見頻度

　上皮内癌 ， 浸潤癌 の 発見症例 を，以前 に 1度で

も集団検診を受 けた こ とが ある か な い か で わ け る

と ， 図 3 の よ うで ある． ともに 初受検者 に圧倒的

に発見頻度が 高 い こ とがわ か る．

　  集検で 発見 された頸癌患者 の 臨床期別分類

　検診車法 ・日母方式集検 ・日母方式市民検 診の

3方式に つ ぎ， 検 出疾患の 分析を行つ た ．図 4 に

示 す如 く ， 浸潤癌 406例 （O．05％），上 皮内癌 527例

（0．07％）， 異型上皮 2073例 （0．28％）で あつ た．

こ の うち浸潤癌406例 に つ き ， 臨床進行期別内訳を

み た （図 5 ）． 1期が 340例 （83．7％） と， 大多数

表 3

対が ん協会 公 的病 院 私 的医（病）院 計

昭和40年

昭和45年

昭和 50年

昭和55年

22，86444

，46887

，763119

，524

12564

，5177
，3809

，016

　2754

，1895
βOl6

，108

24β9553

，174100

，444134

，648

表 4

図 3　上 皮 内癌，浸 潤癌の 検診 歴 の 有 無 に よ る 頻 度

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔S ．36〜S．聞 〕

loo

囮 検診歴 〔＋〕

匚］ 検診歴 〔一〕

図 4　宮城県 に お け る子宮 が ん 集団検診 の 成 績

　 　 　 　 　 （検診車法 ・日母方式集検
・日母方式市民検診｝

浸　潤　癌

上 皮 内 癌

巽 型 上 皮

珈 10σO　　　　 　 l50e 2eoe

検診 総数 　74B ，193 　 1962 ．1−−1980 ．3 〔 ％〕

を 占め る の がわ か る．

　  上皮内癌 ， 頸癌発見患者 の追跡調査

　表 5 に 昭和 55年 10月未ま で の 追跡調査 成績を示

した．浸潤癌86．9％，上 皮内癌98．3％ の 粗生存率

で ある． こ の うち ， 5年 以上経過 し た 浸潤癌症例

302例 に つ い て
，

5 年治癒成績を算出し ， 同じ時期

の 全国集計
2）と比較 した も の を表 6 ， 7に 示 し た ．

両者の 表を 比較検討す る と ， 集団検診で 発見 され

た 患者 は 浸潤癌で も早期 の 例 が圧倒的に 多 く， こ

80

60

40

図 5　 子宮頸癌患者 ・進行期別 の 症 例 分布 図

昭和40年

昭 和45年

昭 和 50年

昭 和55年

60．0　　（　24395〆406610）
116，7　　（　53174f455612 ）

193，2　　（100444／519799 ）

229．8　　（134648／585969）

20

％

140
● （83．7｝

o − ・ 宮域県の 子宮が ん集団 検 診 に よ る癧例
　 　 　 　 　 （406例，1962．1−・1980．3）
O − o 日産婦子宮癌委 員会に よる全国集計

　 　 　 　 　 〔44637例．　1964〜1973，

　 　 　 （諦，6）
（33．3）

（24．3）

52　　　　　　　13
〔12・s）’

＼ ！3・・）　
〔3’1’，。．，｝

1期 皿期　　　江期　　　N 期 （％｝
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表 5　子 宮 頸癌 患 者 の 追 跡調査

（1962．1〜1980 ．10）

浸　潤 　癌 上 皮 内 癌

追 跡期 間 症例数 生存者数 が ん 死 他 病 死 症 例 数 生 存者数 が ん 死 他病死

5年 未満 104 工OO 3 1110 1工0 0 o

5年以上
〜10年未満

124 111 9 4 173 170 o 3

1 年 以上 178 142 25 11244 238 0 ．6

合 　計
406 353

（86．9）
37 16527 518

（98，3）
0 9

検診 総数　　748，193　（％）

表 6　 子 宮頸癌患者 の 5年治 癒成 績

　 　 　　 年 　度

予 　後

宮城県 の 子宮が ん 集団検診 に
よ る 症例 （1962．1〜1975．3） 全 国集計（1964〜1973）

例 　数 ％ 例　数 ％

　 生　 存　 者

　癌に よ る死 亡

　行 方 不 明

他疾患 に よ る 死亡

26825

　 2

　 7

88 ．78
．3G
．72

．3

28673121932179

．1592

54227

．34
，93
．6

治 　 療 　 数 3   2 100，0 44637 100，0　　
」

表 7　 子 宮頸癌 ・臨床進行期別 に み た 5 年治癒成績

　　 年度

期 別

宮城 県の 子宮が ん 集 団検診 に

よ る症例 （1962，1〜1975，3） 全国集 計 （1964〜1973）

例　数 生存者数 ％ 例 　数 生存者数 ％

1
　
11
　
m
　
W

2543611

　 1

23627

　 5

　 0

92．975
．D45
．50

14870172

／2108661689

12839115564060

　 218

86．367
．137

．412
，9

計 302 268 88．7 44637 28673 64．2

の事 実が ，子 宮癌全 体 とし て の 治療成績 を上昇 さ

せ 死亡 率 の 低下を きた し て い る要因 とな つ て い る

こ とが一
目瞭然で ある ．

　  子 宮が ん の 訂正 死亡率

　図 6 に
， 厚生省 「人 口動態統計」 に よ る子宮が

ん訂正死亡 率 の 推移を示 した ．

　宮城県で は ，集団検診開始後約18年の 経過を 経

て ，ほ ぼ半減 し ， な お漸減傾向に ある こ と が わ か

る ．

　　　　　　　　　　考　　案

　昭和37年 1 月 ， 野 田 ら
4｝
が 南方 町を モ デ ル 地 区

に 子 宮が ん 集 団検診を開始 し て 以来 ，
18年を経 た

55年 8 月，検診延人員は 100万 人を突破 した ．また
，

検診開始時12．1で あつ た 子宮が ん 訂正 死亡 率は ，

昭和55年は 6．5とほぼ半減の 状況 に ある．

図 6　子宮が ん 死 亡 率 の 推 移 （宮城県）

　 　 　 13，3
13

10

5

訂

正
死

亡

率
（
人
ロ

ー0
万
対　

12．1　　　　　10．5

8．5
9．4

6．5

3640 45 50 55
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　しか しな が ら他方で は
， 集団検診が広汎 に施行

され て くる に つ れ ， 検診 に 伴 う人員や施 設の 整備

と費用 の 問題，また 受検者 の 固定化 と検診発見率

の 低下 など に よ る検診効率の 問題な どか ら， 欧米

で は受診間隔 も再検討 されて きて い る．我 々 も，

こ れ まで の 検診状況 を振 り返 り，その 中か ら今後

の 問題点を検討 した い ．

　  集 団検診 の 方式と受診率

　宮城県 の 検診車 方 式 に よ る 年 間検 診 日数 は

60〜80日程度で あ り ，
1 日平均500名の 受検者 の ス

メ ア 採取を し て い る ．しか し ， 対が ん 協会専属 の

産婦人科医を もた ず，東北大学産婦人科 の 医師 の

協力 を必 要 とす る現況で は ，これ以上 飛躍的な伸

びを期待す る こ と は 難 し い と思わ れ る．ま た ， 日

本対がん 協会の 報告に よ る と， 子宮癌 に 対する集

団検診 の 受診 者数は昭 和55年 度は 245万人 で そ の

うち約60％が検診車方式 に よ る もの で あつ た とし

て い るが
， 集団検診の 望 ま し い 方向は 施設検診 で

ある と さ れ る の で
， 宮城県に お い て 施設検診数が

総検診数の 72．5％を 占め るに到つ た 事 は ，評価 さ

れる べ きで あ る．

　次 に CAI に つ い て で あ る が，わ が 国 に お け る

CAI は 約 106と推定 され て い るが
， 宮城 県 に お い

て は，昭和 55年度現在約 230で あ る．し か し，対象

婦人 1，000人 に対 し て検 診者数が300人を越 え る と

癌死 亡 率が減少 し て く る とされ ， 少な くと も CAI

が 250を 越す と癌死 亡 率が 40％近 く減 少す る
13）と

い わ れ る と こ ろか ら ，
い まだ充分な状態 とは言え

ず ， さ ら に受診率 を高め る 必要が ある ．

　  検診成績 と検診効率

　 日本対がん 協会の 全 国 集計 に よ る
7｝と，昭和46

年 か ら55年 の 10年間で 要精検率 で は 2．4か ら1．29

に 低下 し
，

ま た 子宮癌の 発見率もや は りO．22か ら

0．14とほ ぼ半減し て い る．宮城県で も昭和 55年度

の 要精検 率 は 1．4，子宮癌の 発見率 は 0．08で あ っ

た．

　  受診間隔

　受診間隔は
， 先 に 述 べ た 検診効率 の 低下 に 伴 う

検診費用 との 関 係 cost 　 benefit　 or 　 effectiveness ，

ま た 子宮頸癌発生 の 自然史 の 観点か ら ， 近年問題

とな つ て きて い る．

　子宮頸癌は
， 異 型上皮 を経 て 発生す る との 説が

強 く，我 々 の 高度異型上皮 1321例 を follow　up し

た 成績で も237例 （約 18％）が L皮内癌ある い は初

期浸潤癌へ と進展 して い た
9 ）．ま た ，子宮頸癌や 異

型上皮 （前癌病変） は 最初 3 回の ス ク リ
ー

ニ ン グ

で大部分が発見 され て し ま い ，それ 以降の 検診で

は ，検診効率が お ち る 成績が 諸家に よ り報告 され

て い る こ とが Walton　report や ACS 勧告案が 提

出 された 大 きな背景 と なつ て い る
1）3｝8〕11）− 13〕，

　しか し ，
こ れらの 勧告の 前提 とし て ， 1） CAI が

少な く と も300を越 え て い る こ と ，
2）検診 の 精度

が信頼 され る も の で ある こ と ， す なわち，検体採

取が適切 であ る か
， 細胞診断 が正確で ある か ， 発

見 され た患者 の 追跡管理は 十分で ある か ，な どが

挙げられ て お り， わ が国 の 現状 と考 え合わ せ る と，

軽 々 し く即断 され る べ ぎ問題 で は な い
10｝．

　  今後の 問題点

　昭和55年度 に お け る 宮城県 の 検診受診 者 の う

ち，初 回受診者は，11，030人 で全体 の 9．2％を占め

る にす ぎな い ．し か し ， 図 3 に 示す如 く，上 皮内

癌の 85，1％ ， 浸潤癌 の 89．9％が ，
こ れ らの 受検者

か ら発見 さ れ て い る．ま た ，図 2 に 示 す如 く， 検

診受 診率が低 い 60歳〜70歳台 の 女性に
， 高率に 子

宮頸癌が発見 されて い る事実か ら，検診効率を上

げ る た め に も子宮が ん の 死 亡 率 を Fげ る た め に

も， こ れ らの 問 題に 対 し具体的 な方策が必要 とさ

れ よ う．宮城県で は
，

一定年齢婦人の 全員検診，

す なわ ち計画検診 と し て ，行政 の 協力に よ り33歳

と42歳 の 厄年検診を 実行 して お り， 相応 の 成果を

あげつ つ ある．

　癌の 集団検診 の 生命は ，ひ とえ に 早期発見 ・早

期治療 に か か つ て お り，宮城県 に お い て た とえ浸

潤癌で 発見され て も， 臨床期が 1 期で ある もの が

大 部分 で あ る た め ，88．7％ の 5 年生存率を得て い

る ．し か し検診方式別 に よ る発見率の 違 い も大 き

くい ま だ対が ん 協会 の 追跡 が十 分で な い グ ル
ープ

に 浸潤癌が数多 く発見 されて い る点 も今後 の 問題

点 と し て 指摘 し て ， さ ら に 検診成績，治療成績の

向上 を は か りた い ．

　稿 を 終 る に 当 り，永年 検診 に 携 わ つ た 関 係 医師，資料 の

統計処理 に 御協力い た だ い た 宮 城 県対 が ん 協会 細 胞 診 セ ン
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